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第32回制度検討作業部会（5/31開催）における議論

 今までの議論で一般論として確かに監視等委員会は小売価格から見て卸市場の行動がおかしくないかはちゃんと
見ることになっていたし、きょう、午前中の別の会議でもそれに関連した議論が出てきた。一方で、僕は、エネ庁は
個々の契約を見るわけではないけれども、産業用の電気だとか、負荷率が高いようなそういう電気一般の平均
的な水準、例えば産業用の標準的な料金と比べておかしくないか、ベースロード電源市場で見ておかしくないか
はエネ庁で見ると思い込んでいた。

 以前、議論したときにはエネ庁のほうで標準的な契約との乖離は見ますと、個々の契約には踏み込まないけれども、
その標準的な契約はもちろん産業用のはずで、産業用の個々の契約じゃないのだけれども、標準的な料金とこ
の入札価格がコンシステントかどうか、そのときにはある意味で平均的な価格になっているわけなので、小売の営業
費用とかも含めて、それは見ますという意味で二重で見るというと変なんですけれども、個々の契約に踏み込まない
監視は依然としてエネ庁でやっていただけるということなのでしょうか。

 市場が開いて、開いてみたらすごく高い入札価格だったということが後からわかって、これはけしからんというので次から
変えるというと、最悪の場合１年待つなんていうことにだってなりかねない。だから、ある意味で事前におかしな入札
価格にならないよう、合理的に説明できる価格を第１回のときからちゃんと出してほしいという要請があるわけで、し
たがって相当急ぐ話だと思います。僕はエネ庁さんがちゃんと見てくださると、約款とかを見るとかというのなら、帳
簿を見るとかというレベルのことまでする必要のない範囲では、事前にちゃんとやってくださることがプレッシャーに
なって、後から説明のつかないようなものを出さないという圧力になると思いますので、これから詰めますはいいの
ですけれども、ぜひとも起こった後で対応するのではなく、あらかじめちゃんとした入札価格になるようにきちんと見るこ
とは、ぜひぜひお願いします。

 第32回制度検討作業部会（2019年5月31日開催）において、委員より、資源エネルギー庁
による事前のチェックが入札価格に抑制的に働くのではないかとの意見があった。
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「産業用の小売価格」の明確化について
 ベースロード市場への供出価格や供出量は「ベースロード市場ガイドライン」において明確化されて
おり、大手電力会社等が本ガイドラインに沿って適切に入札を行ったか等については、電力・ガス取
引監視等委員会において事後監視されることとなっている。

 一方で、「規制改革推進に関する第５次答申」において、供出価格の妥当性を確認する際に参
照することとされた「産業用（大量の電力を使う工場など）の小売価格」については、明確化さ
れていない。

 このため、ベースロード市場に電力を供出する大手電力会社等において、入札行動に係る予見可
能性が低くなっていると考えられることから、「産業用の小売価格」について、一定程度明確化する
ことが必要ではないか。

 「産業用の小売価格」を直接的に示す指標はないものの、以下の２つの価格※が「産業用の小売
価格」 として考えられるのではないか。
① 各社が公開している産業用に相当する標準料金メニューの価格
② 発受電月報、各電力会社決算資料等から推定される産業用平均単価
※ 上記の価格には控除されるべき託送費用や小売り営業費用が含まれる。
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（参考）①産業用に相当する標準料金メニューの価格

例：東京電力EPの標準料金メニュー（特別高圧）

（出所）東京電力HPより抜粋
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（参考）ベースロード市場における供出価格及び供出量について
 「ベースロード市場ガイドライン」において、供出価格や供出量等の基本的な考え方が示されている。

① ベースロード電源の発電平均コストを基礎とした価格（供出上限価格）以下で供出されていることを確認。
②小売部門の収益・費用の構造や小売平均料金を参照した上で、自己又はグループ内の小売部門に対す
るベースロード電源に係る卸供給価格と推定される価格（下図のB円）を確認することで、供出価格
（下図のA円）の妥当性を確認。

③供出量については、オークション終了後に、大規模発電事業者を対象として、必要に応じて適切な量を供
出していることを確認。

 また、第9回電力・ガス基本政策小委員会（2018年5月）において、「常時バックアップの購入
可能枠からBL市場の約定分を控除する」こととされている。


